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１
、
実
体
経
済
へ
の
影
響

　
米
国
発
の
金
融
危
機
は
急
速
に
実
体
経
済
へ
の
波
及

し
、
世
界
は
同
時
不
況
に
突
入
し
た
。
米
欧
経
済
が
減

速
し
て
も
ア
ジ
ア
経
済
は
高
い
成
長
を
維
持
で
き
る
と

の
「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
非
連
動
）
」
論
も
あ
っ
て
、

ア
ジ
ア
経
済
へ
の
影
響
は
当
初
軽
微
な
も
の
と
思
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
成
長
を
米
国
へ
の
輸
出
に
依
存

し
て
い
る
ア
ジ
ア
経
済
は
深
刻
な
打
撃
を
蒙
っ
て
い

る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
の
打
撃
か
ら
ア
ジ
ア
経
済
が
立

ち
直
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が

あ
る
の
か
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

木
　
村
　
哲
三
郎

　
世
界
同
時
不
況
と
ア
ジ
ア
経
済

　
先
ず
危
機
が
実
体
経
済
に
ど
の
よ
う
に
波
及
し
た
か

を
見
て
み
よ
う
。
例
年
対
前
年
比
二
〇
％
以
上
の
伸
び

を
み
せ
た
中
国
の
輸
出
は
〇
八
年
一
〇
│
十
二
月
（
以

後
四
半
期
は
Ｑ
で
表
示
）
に
初
め
て
前
年
同
期
比
八
・

八
％
減
と
な
り
、
〇
九
年
二
月
に
は
二
五
・
七
％
減
と

マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
る
。
輸
出
の
減
少
は
生
産
調

整
、
雇
用
調
整
、
設
備
投
資
の
縮
小
そ
し
て
給
与
所
得

の
低
下
を
通
し
て
消
費
を
冷
や
す
。
〇
八
年
の
成
長
率

は
前
年
の
一
二
・
二
％
か
ら
九
％
に
低
下
し
た
が
〇
八

年
第
四
Ｑ
の
成
長
率
は
六
・
八
％
で
、
中
国
経
済
の
減

速
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
で
も
輸
出
は
〇
八
年
十

一
月
前
年
同
月
比
一
九
・
〇
％
減
、
十
二
月
一
七
・
九

％
、
〇
九
年
一
月
三
三
・
八
％
減
と
マ
イ
ナ
ス
が
続
い

て
い
る
。
〇
八
年
第
四
Ｑ
の
成
長
率
は
第
三
Ｑ
の
三
・

八
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
三
・
四
％
と
な
っ
た
。
タ
イ
の
輸

出
を
み
る
と
同
じ
く
〇
八
年
十
一
月
か
ら
マ
イ
ナ
ス
が

続
き
、
〇
九
年
一
月
に
は
二
六
・
五
％
減
を
記
録
し

た
。
タ
イ
の
〇
八
年
第
四
Ｑ
の
成
長
率
は
第
三
Ｑ
の

七
・
六
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
四
・
三
％
と
失
速
し
た
。
イ

ン
ド
で
も
輸
出
不
振
で
〇
八
年
第
四
Ｑ
の
成
長
率
は
第

三
Ｑ
の
七
・
六
％
か
ら
五
・
三
％
に
減
速
し
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
産
業
に
特
化
し
、
そ
の
製
品
を
米

国
に
輸
出
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
、
〇
九
年

の
成
長
率
を
従
来
の
三
・
一
％
か
ら
〇
・
五
％
へ
と
引

下
げ
る
見
方
さ
え
あ
る
。

　
輸
出
減
少
に
加
え
て
海
外
就
労
者
か
ら
の
送
金
変
調

も
今
後
の
懸
念
材
料
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
送
金

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
〇
％
を
占
め
、
〇
八
年
の
送
金
額
は

〇
七
年
比
十
三
・
七
％
増
の
一
六
四
億
二
千
万
ド
ル
と

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
し
か
し
〇
八
年
一
〇
月
か
ら

伸
び
率
は
低
下
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
海
外

就
労
者
の
帰
国
が
続
い
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
海
外
送
金

が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
％
を
占
め
る
が
、
中
東
産
油
国
の
経
済

不
況
で
送
金
に
影
響
が
出
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
経
済
は
ま
た
資
源
価
格
の
低
迷
で
も
影
響
を

受
け
て
い
る
。
〇
八
年
九
月
バ
レ
ル
一
〇
四
ド
ル
で

あ
っ
た
原
油
価
格
は
〇
九
年
一
月
に
は
四
二
ド
ル
に
下

が
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
場
で
の
ナ

フ
サ
価
格
は
バ
レ
ル
九
四
ド
ル
か
ら
四
二
ド
ル
に
下

が
っ
た
。
ゴ
ム
は
キ
ロ
二
八
三
セ
ン
ト
か
ら
四
九
セ
ン

ト
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
市
場
で
の
す
ず
は
キ
ロ
一
八
、
三

八
五
ド
ル
か
ら
一
一
、
二
七
二
ド
ル
に
、
軒
並
み
四
〇

〜
六
〇
％
下
落
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
も
急
速
に
細
っ

て
い
る
。
中
国
へ
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
〇
八
年
一
〇
月
か
ら

四
ヵ
月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回
り
、
〇
九
年
一
月
は

三
二
・
七
％
減
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
も
〇
九
年
一

月
の
認
可
ベ
ー
ス
で
み
た
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
一
八
五
百
万
ド
ル

で
前
年
同
月
に
比
べ
て
約
九
〇
％
落
込
ん
だ
。

　
金
融
危
機
で
ア
ジ
ア
の
株
価
は
大
幅
に
下
落
し
た
。

〇
九
年
二
月
末
の
株
価
は
対
前
年
比
で
軒
並
み
五
〇
％

前
後
下
落
し
て
い
る
。
株
価
の
下
落
で
逆
資
産
効
果
が

働
い
て
民
間
消
費
を
冷
や
し
た
。

　
　
２
、
中
間
層
の
購
買
力

　
経
済
危
機
の
影
響
が
出
始
め
た
の
は
〇
八
年
四
Ｑ
か

ら
で
、
今
後
輸
出
の
減
少
が
ど
の
程
度
続
く
の
か
、
成

長
率
が
ど
こ
ま
で
低
下
す
る
の
か
後
退
局
面
の
底
が
見

え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
危
機
の
深
刻
さ
を
物

語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
論
が
否

定
さ
れ
た
の
で
不
況
か
ら
の
脱
出
も
ま
た
米
国
経
済
の

回
復
か
ら
始
ま
る
と
の
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
グ
リ
ー
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３
、
脱
工
業
化
社
会
の
発
展
モ
デ
ル

　
不
況
脱
出
の
た
め
に
ア
ジ
ア
は
何
が
で
き
る
か
今
少

し
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
肖
敏
捷
氏
に
よ
る
と
中

国
の
〇
八
年
の
貿
易
収
支
の
う
ち
、
輸
出
の
二
四
・
八

％
を
占
め
る
衣
類
や
履
物
な
ど
日
用
品
を
含
む
雑
製
品

が
二
三
七
〇
億
ド
ル
の
黒
字
で
輸
出
の
四
九
・
九
％
を

占
め
る
機
械
、
輸
送
設
備
の
黒
字
二
三
一
三
億
ド
ル
を

上
回
っ
て
い
る
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
〇
九
、
三
・
一

〇
、
九
七
頁
）
。
日
用
品
な
ど
労
働
集
約
的
製
品
は
依

然
と
し
て
高
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
。
資
源
価
格
も

近
い
内
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
欠
け
て
い
る
の
は
、

電
機
製
品
や
自
動
車
な
ど
耐
久
消
費
財
に
対
す
る
需
要

で
あ
る
。
国
内
の
需
要
が
不
十
分
な
ら
域
内
で
埋
め
る

し
か
な
い
。

　
域
内
分
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
日
本
が
内
需
型
へ
構

造
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
成
熟
し
た
工
業
化
社
会

で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
内
需
型
へ
の
転
換
は
新
し
い
脱

工
業
化
社
会
に
移
行
す
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
は
「
生
活

の
質
」
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
目
的
達
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
環
境
、
研
究
・
教
育
、
都
市
計

画
、
住
宅
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
新
し
い
産
業
が
生
ま

れ
る
筈
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
参
入
を
促
す
た
め
に
政

府
が
自
ら
起
業
し
て
も
い
い
。
新
し
い
雇
用
創
出
に
つ

な
が
ろ
う
。
し
か
し
今
で
も
政
府
に
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
耐
震
基
準
の
よ
う
な
安
全
基
準
、
製
品
の
品
質
基

準
を
世
界
標
準
よ
り
厳
し
く
設
定
す
る
こ
と
お
よ
び
こ

れ
を
測
定
し
、
検
査
す
る
機
関
の
設
置
で
あ
る
。
今
回

の
不
況
を
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
日
本
は
脱
工
業
化
社
会
の

新
し
い
モ
デ
ル
を
実
験
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

か
く
し
て
ア
ジ
ア
の
国
際
分
業
の
発
展
、
世
界
同
時
不

況
か
ら
の
脱
出
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
　
　
　
（
き
む
ら
て
つ
さ
ぶ
ろ
う
・
嘱
託
研
究
員
）

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
技
術
革
新
に
結
び
付
き
再
び

米
経
済
を
回
復
さ
せ
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
経
済
は
回
復
の
方
策
を
自
ら
の
う
ち
に
見

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
三
〇
年
来
、
ア
ジ
ア
は
日
本
の
輸
出
主
導
型
経

済
に
似
た
「
輸
出
指
向
工
業
化
」
戦
略
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
経
済
発
展
に
成
功
し
た
が
、
そ
れ
に
は
三

つ
の
前
提
条
件
が
あ
っ
た
。
今
や
そ
の
条
件
が
大
き
く

揺
ら
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
は
米
国
の
過
剰
消
費

に
依
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ア
ジ
ア
の
経
常

収
支
黒
字
と
米
国
の
経
常
収
支
赤
字
が
並
存
す
る
状
態

と
な
っ
た
。
太
平
洋
を
挟
ん
で
ア
ジ
ア
と
米
国
と
の
間

に
最
大
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
（
経
常
収
支

不
均
衡
）
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ル
暴
落
と
い
う

危
険
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
ア
ジ
ア
の
内
需
拡
大

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
の
工
程
間
分
業
は
域
内

貿
易
の
比
率
を
高
め
て
き
た
が
、
最
終
製
品
の
消
費
地

は
米
国
で
あ
っ
た
。
最
終
製
品
も
ア
ジ
ア
で
消
費
し
て

始
め
て
域
内
分
業
体
制
が
完
結
す
る
。
こ
の
点
で
日
本

の
役
割
は
大
き
い
。

　
第
二
は
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
の
流
入

で
あ
る
。
欧
米
か
ら
の
投
資
も
あ
る
が
、
日
本
や
ア
ジ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
が
遅
れ
て
工
業
化
に
参
入
し
た
国
や
地
域

に
欧
米
へ
の
輸
出
を
目
的
と
し
て
企
業
進
出
し
た
結

果
、
ア
ジ
ア
は
世
界
の
工
場
と
な
っ
た
。
今
後
は
国
内

市
場
、
域
内
市
場
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
求
め
ら
れ

る
。
す
で
に
海
外
進
出
企
業
の
多
く
は
内
需
向
け
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
。

　
第
三
は
ト
リ
ッ
ク
ル
ダ
ウ
ン
仮
説
で
あ
る
。
そ
れ
は

富
め
る
者
が
も
っ
と
豊
か
に
な
れ
ば
そ
の
お
こ
ぼ
れ
が

貧
し
い
者
に
も
ま
わ
っ
て
く
る
と
主
張
す
る
（
世
界
二

〇
〇
九
・
二
、
九
四
頁
）。こ
の
仮
説
は
経
済
発
展
に

よ
っ
て
都
市
中
間
層
が
登
場
し
て
初
め
て
成
立
す
る
。

し
か
し
発
展
の
初
期
に
は
中
間
層
が
増
加
し
た
も
の

の
、
あ
る
段
階
か
ら
は
社
会
の
二
極
分
解
、
都
市
と
農

村
の
格
差
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
中
間
層
の
所
得

が
目
減
り
す
れ
ば
民
間
消
費
を
押
し
下
げ
、
成
長
率
の

低
下
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
今
日
起
き
て
い
る
事
態
で

あ
る
。

日 本
韓 国
中 国
マ レ ー シ ア
タ イ
インドネシア
フ ィ リ ピ ン
イ ン ド
ベ ト ナ ム

16.5
38.3
37.6
94.2
62.3
27.4
34.9
12.7
68.4

2.4
5.1
11.6
5.9
5.1
5.5
5.4
9.6
8.2

2.1
5.0
13.0
6.3
5.0
6.3
7.2
8.7
8.5

－0.2
2.6
9.0
5.1
3.0
6.1
5.8
5.3
6.2

アジアの輸出依存度（％）と成長率（％）

（注）輸出依存度　輸出額÷ GDP、インドの FY は 4 月 -3 月
（出所）IFS、アジ研ワールド・トレンド、The Economist、
　　　新聞報道より作成、速報値を含む。

年　別 0 6 0 7 0 8
輸出依存度

0 7
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